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今 回の会員S P OTは阿倍野区 C 「ハ ルカネ 川崎クリ＝ッ ク 」を開業されている川崎寛先生を訪
ね ま した。 先 生には｀ 下 腔静脈瘤の 手術を専門に開菓さ れたさっ か けや惑者の 特徴、 診療を通して忠

うことなどを お 話 いたださまし た 。 イ ン タビュアー は編集凶心 す 、9
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